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はじめに 

ネットワークに接続できる情報家電というも

のの出現により、ホームネットワークを構築す

るという動きがある。 

従来、ユーザが家電を操作するとき、リモー

トコントローラ(以下リモコン)を用いて操作を

行う。ネットワークに接続できる情報家電にお

いても同じことが言える。機器が増えるにつれ、

リモコンの数も増えているという現状がある。 

本研究では次世代ホームネットワークにおけ

るリモコンのための情報伝達方式を提案する。

ネットワーク上にある、機器の持つ機能を統合

することで、リモコンの基本概念である一つの

ボタンに一つの機能を実現することができる。

複数の家電を組み合わせて実現される機能に対

しても同様に操作が行えるようにするというこ

とである。 

連携する家電とその操作 

本来、家電というものは、機器が行う複雑な

操作をボタン一つで使えるように、細かな設定

などを省いてユーザに提供している。 

しかし、複数の機器を組み合わせて動作する

ような家電においては、各機器にそれぞれ操作

を行わなくてはならない。そのため、操作が煩

雑になる。また、これらの操作はリモコンを使

って行う場合がほとんどであるために、ユーザ

は複数のリモコンを使い分け、さらに各機器に

対して操作を行うという手順が発生する。その

結果、新しい機器を手に入れた場合には、その

都度リモコンも増える。ユーザは新しい操作を

覚えることになる。 

家電同士がネットワーク化され、情報交換さ

れ、操作環境を統合することにより、ユーザの

手間を軽減することができる。 

 

 

提案するシステム 

本研究では、ネットワーク上に配置された情

報家電の機能情報を相互に伝達し、リモコン上

で統合された機能を提供するシステムを提案す

る。接続はアドホックネットワークの考え方を

基に行うものとしている(図 1)。接続状態は、配

置状態に応じ、動的に変更することもできる。 

本システムでは新しい機器を検出すると、そ

の機能を取り込むため、機能情報を取得する。

図 2 において、新しい機能検出前、初期状態状

態(1)から、新しい機能が追加された後の状態を

示している。初期状態から FunctionB に依存す

る FunctionC が検出された場合、FunctionD とし

て FunctionB＋FunctionC の複合された機能が追

加される(2)。 

情報伝達の過程としては 2 種類を構想する。

リモコンがすべての情報を保持統合する集中管

理型と、各機器間での情報伝達の過程において、

機能を統合し、すべての機器が独立して統合さ

れた機能情報とネットワークにつながっている

機器の状態を把握している分散協調型の 2 種類

である。 

家電の機能情報の統合をリモコンがすべて行

う集中管理型の場合、機器の機能情報は、その

まま統合されずに、リモコンまで伝達される。

伝達された情報を基に、リモコンは機能情報を

整理し、統合して複数の機器を利用して実現さ

れる機能を生成し、ユーザに提供する。ユーザ

が提供される統合機能をリモコンに対して実行

要求すると、リモコンは各機器に対して命令を

送信し、ユーザに統合機能を提供する。また、

各機器の状態も管理し、それによって、現在提

供できる機能とできない機能をユーザに示すこ

とができる。 

次に、情報の統合は家電機器間で行いリモコ

ンは表示と命令の伝達を行う分散協調型の場合、

初期状態では、接続可能な機器と通信を行い、

相手に自分の機器情報である、基本機能リスト

と現在提供可能な機能リストを送信する。また、

相手から送られてくる機器情報を取得し、現在 
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の把握している機能を更新する。このとき、複

数の機器を利用して実現される統合機能がある

場合、提供可能な機能リストに追加する。自分

の把握している機能リストの状態が変化すると、

接続可能な機器と通信を行い、更新を伝達して

いく。機能リストがこれ以上更新されることの

ない安定状態になると、リモコンにその情報を

提供し、リモコンはその情報を基にユーザに現

在利用可能な統合機能を提供することができる。

また、利用中の機能がある場合、機器の状況は

すべてのネットワーク上の家電が把握している。 

集中管理型と分散協調型の違いは、情報の保

持、伝達方法にある。集中管理型の構成の場合、

リモコンがすべての機能方法を把握し管理制御

することとなる。分散協調型の場合、リモコン

も一つの家電とみなされるため、同様の情報を

別の機器が持っていることになる。また、情報

の伝達速度であるが、リモコンまでの伝達速度

は集中管理型のほうが速いと想定される。集中

管理型では加工されていない情報をいち早くリ

モコンに集め、集った情報を基にユーザへの機

能提供を行うからである。分散協調型では、す

べての機器に同様の機能情報リストが出来上が

るまでネットワーク上を情報が往来することと

なる。そのため、機能情報リストが安定状態に

入るまでの時間が多少あるのではないかと考え

られる。また、リモコンが複数存在した場合を

想定すると分散協調型のほうが良いのではいか

と考えられる。それは集中管理型の状態である

場合、各機器への指示が、1 系統で行われること

が前提となる。しかし、分散協調型ではリモコ 
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ンも一つの機器として捉えることができるため

に、お互いコミュニケーションをとる事ができ

ると考えられるためである。 

以上のように集中管理型と分散協調型は、一

長一短であると考えられる。今後の研究では、

この対極をなす 2 種類を比較して検証を行う必

要があると考える。 

終わりに 

本研究では情報家電のネットワークにおける

情報通信方式について提案した。この通信方式

では、リモコンを中心に考える集中管理型方式

と、リモコンを情報家電の一つとする分散協調

型の 2 種類について考えた。今後の課題として、

リモコンの集中管理型と分散協調型を実装し、

どのような問題点があるか、どちらがより情報

家電ネットワークに適しているか検証すること

が必要だと考える。ホームネットワークへのア

クセス方法の一端として提案するリモコンが利

用できるのではないかと考える。 
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